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第
十
条
の
前
の
見
出
し
中
「
等
」
を
「
に
準
ず
る
手
当
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
及
び
第
六
条
の
四
（
第
四
項
を
除
く
。）」
を
削
り
、「
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
六
条
の
四

（
第
四
項
を
除
く
。）」
を
「
又
は
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
人
事
院
規
則
九

五
五

一
二
五
の
一
部
改
正
）

第
八
条

人
事
院
規
則
九

五
五

一
二
五
（
人
事
院
規
則
九

五
五
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人

事
院
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
第
二
項
中
「
及
び
第
六
条
の
二
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
附
則
第
八
条
第
一
項
第
五
号
」

を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
五
条
第
三
項
、
第
六
条
の
四
及
び
」
を
「
及
び
第
三
項
、
第
五

条
第
三
項
並
び
に
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
四
条
第
五
項
第
二
号
」
を
「
第
四
条
第
四
項
第
二
号
」に
改
め
、

同
号
ロ
及
び
同
項
第
四
号
中
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
「
若
し
く
は
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
及
び
附

則
第
九
条
第
一
項
第
三
号
」
を
削
り
、
同
条
第
九
項
を
削
り
、
同
条
第
十
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
四
条
第
五
項
」
を
「
第

四
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
す
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
及
び
第
六
条
の
二
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、

第
五
条
第
三
項
、
第
六
条
の
四
及
び
」
を
「
第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
五
条
第
三
項
並
び
に
」
に
、「
第
四
条

第
五
項
第
一
号
」
を
「
第
四
条
第
四
項
第
一
号
」
に
、「
第
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
五
条
第
三
項
又
は
」

を
「
第
四
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
五
条
第
三
項
又
は
」
に
、「
か
ら
第
十
項
ま
で
」
を
「
及
び
第
九
項
」
に

改
め
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
及
び
第
六
条
の
二
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、

第
五
条
第
三
項
、
第
六
条
の
四
及
び
」
を
「
第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
五
条
第
三
項
並
び
に
」
に
、「
第
四
条

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
五
条
第
三
項
又
は
」
を
「
第
四
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、第
五
条
第
三
項
又
は
」

に
、「
か
ら
第
十
項
ま
で
」
を
「
及
び
第
九
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
第
一
項
中
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
「
及
び
第
三
項
」
に
、「
、
第
六
条
の
四
及
び
」
を
「
並
び
に
」

に
、「
か
ら
第
十
項
ま
で
」
を
「
及
び
第
九
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
条
の
見
出
し
中
「
第
四
条
第
五
項
第
二
号
」
を
「
第
四
条
第
四
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

「
第
四
条
第
五
項
第
二
号
」
を
「
第
四
条
第
四
項
第
二
号
」
に
、「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を「
及
び
第
三
項
」に
、「
、
第

六
条
の
四
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
、「
か
ら
第
十
項
ま
で
」
を
「
及
び
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四

条
第
五
項
」
を
「
第
四
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
中
「
第
四
項
ま
で
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
を
削
り
、
附
則
第
十
一
条
を
附
則
第
八
条
と
す
る
。

（
人
事
院
規
則
九

一
〇
二
の
一
部
改
正
）

第
九
条

人
事
院
規
則
九

一
〇
二
（
研
究
員
調
整
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
の
見
出
し
及
び
項
番
号
を
削
る
。

（
人
事
院
規
則
九

一
〇
七
の
一
部
改
正
）

第
十
条

人
事
院
規
則
九
│
一
〇
七
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
俸
給
月
額
等
の
端
数
計
算
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

題
名
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
俸
給
月
額
等
」
を
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
の
俸
給
月
額
」
に
改
め

る
。第

二
項
を
削
り
、
第
一
項
の
項
番
号
を
削
る
。

（
人
事
院
規
則
九

一
二
一
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

人
事
院
規
則
九

一
二
一
（
広
域
異
動
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
の
見
出
し
及
び
項
番
号
を
削
る
。

（
人
事
院
規
則
九

一
二
二
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

人
事
院
規
則
九

一
二
二
（
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
の
見
出
し
及
び
項
番
号
を
削
る
。

（
人
事
院
規
則
九

一
三
五
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

人
事
院
規
則
九
│
一
三
五
（
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
解
散
法
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
の
手
当
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
附
則
第
八
項
及
び
第
十
項
、
任
期
付
職
員
法
第
七
条
第
四
項
、
規
則
九

五
五
第
六
条
の
二

及
び
第
六
条
の
四
並
び
に
規
則
一
六

〇
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
規
則
第
十
三
条
、
第
十

五
条
及
び
第
十
六
条
」
を
「
任
期
付
職
員
法
第
七
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
、
規
則
九

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）
第
三
条
」
を
削
り
、
同
条
後
段
を
削
る
。

（
人
事
院
規
則
一
五

一
四

三
二
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

人
事
院
規
則
一
五

一
四

三
二
（
人
事
院
規
則
一
五

一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）

の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条

削
除

（
人
事
院
規
則
一
六

〇
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

人
事
院
規
則
一
六

〇
（
職
員
の
災
害
補
償
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
十
五
条
」
を
「
第
四
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
同
法
第
十
七
条
の
四
第
二
項
第
二
号
又
は
第
十
七
条
、
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
の
四
第
二
項
第
二
号
又
は
こ
の
規
則
第
十
七
条
、
第
三
十
三
条
の
二
各
項
」
に
、「
同

法
第
四
条
の
三
若
し
く
は
同
法
第
四
条
の
四
又
は
第
十
八
条
」
を
「
補
償
法
第
四
条
の
三
若
し
く
は
第
四
条
の
四
又

は
こ
の
規
則
第
十
八
条
」
に
、「
同
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」
を「
補
償
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
同
法
」
を
「
補
償
法
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
を
削
り
、
第
四
十
五
条
を
第
四
十
四
条
と
す
る
。

（
人
事
院
規
則
一
六

二
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

人
事
院
規
則
一
六

二
（
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
職
員
、船
員
で
あ
る
職
員
等
に
係
る
災
害
補
償
の
特
例
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
を
削
り
、
第
十
七
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

（
人
事
院
規
則
二
四

〇
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

人
事
院
規
則
二
四

〇
（
検
察
官
そ
の
他
の
職
員
の
法
科
大
学
院
へ
の
派
遣
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

附
則
第
二
項
の
前
の
見
出
し
、
同
項
及
び
附
則
第
三
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
の
見
出
し
及
び
項
番
号
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
五
条
中
規
則
一
六

〇
第
三
十
四
条
の
改

正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九

八
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等

の
基
準
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
一
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
九

八

八
五

人
事
院
規
則
九

八
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九

八
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
二
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
。

イ

職
員
を
昇
格
さ
せ
よ
う
と
す
る
日
に
当
該
職
員
が
昇
任
し
た
こ
と
（
特
定
幹
部
職
（
規
則
八

一
二
（
職
員

の
任
免
）
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
幹
部
職
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）に
昇
任
し
た
こ
と
を
除

く
。）。

ロ

職
員
を
昇
格
さ
せ
よ
う
と
す
る
日
に
当
該
職
員
が
特
定
幹
部
職
に
昇
任
し
、
か
つ
、
第
三
号
イ
及
び
ハ
に
掲

げ
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
日
か
ら
施
行
す
る
。




		2018-01-31T14:47:33+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




